
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
、動
脈
硬
化
が

原
因
の
病
気
も
、血
圧
の
左
右
差
が

大
き
い
ほ
ど
増
え
て
い
ま
し
た
。

　

血
圧
は
そ
の
数
値
ば
か
り
で
な

く
、左
右
の
違
い
に
大
き
な
死
亡
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
事
を
忘
れ
な
い

で
下
さ
い
。

　

左
右
差
が
大
き
い
時
は
ま
ず
は
循

環
器
専
門
医
に
早
め
に
相
談
を
！　

市原市議会議員 ますも誠二

血圧は両腕で測って! 
血圧差で死亡率激増!

検索

ますも誠二

　

血
圧
を
自
宅
で
測
定
し
て
い

る
方
も
多
い
事
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、是
非
と
も
覚
え
て

欲
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。

　

血
圧
は
上
腕
か
手
首
で
測
定

し
ま
す
が
、右
と
左
を
比
べ
る

と
、そ
の
数
値
に
違
い
が
あ
る

事
が
あ
り
ま
す
。通
常
、上
の
血

圧
で
５
〜
10
㎜
Ｈ
ｇ
以
内
の
違

い
は
正
常
で
す
が
、そ
れ
を
超

え
る
差
は
問
題
の
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

特
に
左
右
の
違
い
が
20
㎜
Ｈ

ｇ
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
に

は
、体
の
血
管
の
ど
こ
か
に
動

脈
硬
化
で
狭
く
な
っ
て
い
る
場

所
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
す
。

　

日
本
循
環
器
学
会
の
発
表
で

は
、５
万
人
以
上
の
患
者
デ
ー

タ
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、血
圧

の
左
右
差
が
５
㎜
Ｈ
ｇ
あ
る
ご

と
に
、死
亡
リ
ス
ク
が
５
％
増

加
す
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、死
に
直
結
す
る
心
筋

私たち自民党会派では、平成27年から30年までの間、約143万円分の政務活動費の不正
受給があった事を確認しました。この間に会計処理を担っていた当該議員が不正に関与した
として、現在、刑事告発に向け進めています。
　政務活動費とは、議員の調査研究、その他の政務活動に資する ため必要な経費であり、

言うまでもなく、市民の皆様の血税であります。今、最優先順位として直ち
に143万の返却をする事と、再発防止策の構築です。また、議員による不祥
事をはじめ、近年、本市の議員の資質が問われています。我々市議会は、自
らが倫理観を徹底するため、政治倫理制定に向けた調査特別委員会を設
け、市民の信頼回復できるよう鋭意取り組んでいます。これらの事からも、
改めて市民から極めて厳しい評価のもと、議員が厳選されるべきではない

でしょうか。私は先頃から、人口27万人になった市原市に32
人の議員が必要なのか疑問に感じています。
　人口同様27人まで削減し、削減できたその歳費約２億円
を、今こそ市民サービスに充てるべきではないでしょうか。
我々市原市議会議員全員の身を切る改革として、議員定数
と政務活動費を大幅に「斬る」べきと私は考えます。

不正議員への刑事告発と今後の市議会のあり方

http
s://w

w
w
.m
asu
m
o
-seiji.com

/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　
　
　
ご
覧
下
さ
い
。
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言うまでもなく、市民の皆様の血税であります。今、最優先順位として直ち
に143万の返却をする事と、再発防止策の構築です。また、議員による不祥
事をはじめ、近年、本市の議員の資質が問われています。我々市議会は、自
らが倫理観を徹底するため、政治倫理制定に向けた調査特別委員会を設
け、市民の信頼回復できるよう鋭意取り組んでいます。これらの事からも、
改めて市民から極めて厳しい評価のもと、議員が厳選されるべきではない



　

こ
の
広
域
な
市
原
市

に
お
い
て
、誰
も
が
待
ち

わ
び
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

議
会
に
て
可
決
さ
れ
、

昨
年
1
年
間
、帝
京
大

学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
実
証
実
験
が
行

わ
れ
、一
定
の
成
果
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、今

年
5
月
、市
内
北
部
の

千
葉
ろ
う
さ
い
病
院
で

は
、岡
本
病
院
長
や
山

本
重
症
・
救
命
科
/
集
中

治
療
部
長
ら
の
、人
命

救
助
や
地
域
医
療
の
充

実
に
対
す
る
強
い
決
意

の
も
と
、ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
運
用
が
具
現
化
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
は
、病
院
か

ら
5
キ
ロ
圏
内
を
平
日

日
中
の
み
の
運
用
で
、ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
基
準

と
ほ
ぼ
同
格
の
重
症
患

者
に
対
応
し
ま
す
。

今
月
11
日
、小
出
市

長
、保
健
福
祉
部
、消
防

局
、そ
し
て
千
葉
ろ
う
さ

い
病
院
長
ら
と
、今
後
の

協
力
と
連
携
体
制
な
ど
、

具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

私
の
悲
願
だ
っ
た
ド

ク
タ
ー
カ
ー
。思
い
起
こ

せ
ば
、長
い
道
の
り
で
し

た
。厳
し
い
意
見
も
頂
き

ま
し
た
。し
か
し
、こ
の

市
内
初
の
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
運
用
に
よ
っ
て
、

市
民
の
尊
い
命
が
救
わ

れ
る
は
ず
。市
原
の
新
た

な
る
危
機
管
理
体
制
が

構
築
で
き
た
事
が
何
よ

り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

5
月
か
ら

本
格
稼
働
！
千
葉
ろ
う
さ
い
病
院

ド
ク
タ
ー
カ
ー

　

誰
も
が
知
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
健
康
効
果
は

大
き
く
、米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
研
究
に
よ
る

と
、1
日
あ
た
り
の
歩

数
が
増
加
す
る
に
つ
れ

て
死
亡
率
は
減
少
す

る
事
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
65
歳

以
上
の
女
性
に
お
い
て

は
、1
日
の
平
均
歩
数

が
4
4
0
0
歩
と
さ

ほ
ど
多
く
な
い
場
合
で

も
、1
日
2
7
0
0
歩

の
人
に
比
べ
る
と
死
亡

率
が
41
％
も
低
い
結
果

に
な
る
事
も
分
か
っ
て

い
ま
す
。こ
こ
ま
で
は
、

歩
数
と
健
康
効
果
は

正
比
例
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、

実
は
こ
の
研
究
で
は
、

8
0
0
0
歩
か
ら
は
健

康
効
果
の
向
上
は
見
ら

れ
ず
、1
万
2
0
0
0

歩
以
上
は
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
面
が
顕
著
に
見
ら

れ
た
の
で
す
。

国
内
の
研
究
で
も
、

歩
き
過
ぎ
は
疲
労
が

残
り
、免
疫
機
能
が
低

下
し
、無
理
な
動
き
す

ぎ
は
活
性
酸
素
を
生

み
、老
化
を
助
長
し
、

む
し
ろ
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
科
学
論
文

か
ら
分
か
る
事
は

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

8
0
0
0
歩
以
上
を

無
理
に
歩
こ
う
と
し
な

い
事
で
す
。そ
の
理
由

は
、買
い
物
や
通
勤
な

ど
の
日
常
生
活
の
中

で
、既
に
6
0
0
0
〜

1
日
1
万
歩
は
歩
き
す
ぎ
？
？
？

　
　
　
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
検
証

7
0
0
0
歩
は
歩
い
て

い
る
か
ら
で
す
。つ
ま

り
、足
り
な
い
1
0
0
0

〜
2
0
0
0
歩
を
補
え

ば
十
分
と
い
う
事
で

す
。

　

結
論
的
に
は
、毎
日

10
〜
15
分
程
度
を
継

続
し
て
歩
く
事
が
最
も

健
康
へ
の
近
道
と
言
え

そ
う
で
す
。

AEDボックスを設置します！
（4月中旬設置予定）

場所 辰巳台中央、
 三島光産前付近交渉中

保育士処遇改善
（給与・加配・配置基準の
見直し）の徹底をします！

大厩通りの事故多発地点
の交通表示を明確化し
安全強化をはかります。
（令和5年度中）

「辰巳台地区子ども食堂だんだん」に
大きな協力者！

多くの方々の支援を受け、運営している「だんだん」ですが、この度、皆様が
よく知る辰巳の某法人様からご協力を頂き、美味しいパンを無償で提供頂
ける事になりました。
今後、運営方針が決まり次第、小学校区を通じ多くの方々にお知らせ致します。

交通事故による重症患者に救急隊と
連携し対応するドクター

自宅で呼吸困難になった患者に
対応するドクター

イメージ

イメージ

辰巳台救命講習
日時  令和5年5月21日（日）
　　  13：00～14：00  
場所  辰巳公民館体育館

（AED使用法・頭部外傷・
    災害対策等）

予約制となります
連絡先：０９０-６０３１-８４９４（タルミ）

4月15日（土）

16：00～18：00
子ども100円  大人200円

辰巳公民館
辰巳台地域
子ども食堂

市
原

市
社会
福祉
協議会

令和5年5月21日（日）

ますも誠二 プロフィール
氏　　名 増茂　誠二
生年月日 昭和42年12月１日
職 業 歴 市原市議会議員（市原市地域保健医療協議会副会長）

国士舘大学 防災・救助救急総合研究所 嘱託研究員
学校法人 国際医療福祉専門学校 理事長補佐

 杏林大学保健学部非常勤講師
 千葉市医師会非常勤講師
資格・学位 救急救命士　危機管理士　修士（救急救命学）
学　　歴 国士舘大学大学院救急救命システム科修士課程卒業
 千葉大学大学院環境生命医学博士課程単位取得満期退学
そ の 他 千葉県パワーリフティング協会会長
 市原市剣道連盟顧問（剣道教士七段）
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